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意識を調べる

助けを呼ぶ（119番通報とAEDの手配）

呼吸を調べる

回復体位にして様子を見守る

気道の確保

人工呼吸

心臓マッサージ

AED到着・装着

心電図自動解析
（電気ショックは必要か？）

ショック１回実施

見て！聞いて！感じて！

している

していない

必要なし 必要あり
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自動車ポンプの部
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小型ポンプの部
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　１０月１日、県北９市町村の代表による第５７回茨城県消防ポンプ操法県北大会がおおみや消防広場（辰ノ
口）において開催されました。
　市の代表として出場した美和支団は、惜しくも優勝は逃がしたものの自動車ポンプの部、小型ポンプの
部ともに準優勝を果たしました。

　より良い救命率を求めて、心肺蘇生法が変
わりました。
　早い段階から、十分な強さと十分な回数の
胸骨圧迫が絶え間なく行われることが最も重
要であるため、心肺蘇生法開始の判断と手
順、人工呼吸の吹き込み時間、胸骨圧迫と人
工呼吸の比率、AEDによる連続ショック数、
ショック後の対応などが変更になりました。
　なお、従来の心肺蘇生法を否定するもので
はありません。




